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水域で増殖した植物プランクトンは，内部生産COD

となり全CODを増加させるので，水質浄化対策を行う

場合，植物プランクトンの発生の特性を把握しておくこ

とは重要である。

昨年度の報告1）においては，児島湖への2大流入河川

である笹ヶ瀬川，倉敷川の下流域において著しい内部生

産が発生していることを指摘するとともに，懸濁態

COD（以下P CODとする）のほとんどが内部生産その

ものであることを明らかにした。今回は笹ヶ瀬川下流域

の内部生産について，植物プランクトンの優占種との関

係を検討した。

2 材料および方法

調査地点は，図1に示すように，笹ヶ瀬川について①

相生橋 ②笹ヶ瀬橋 ③浦安西 ④笹ヶ瀬新橋，および児島

湖の⑤河口部，⑥湖心であり，2001年の5月，8月，11月，

2002年の3月に採水を行った。内部生産の上昇について

発生場所を更に詳しく調べるために，今年度から新たに

地点③浦安西を調査地点に加えた。地点③は，地点②と

④の間に，流達時間から考えて中間に設定した。

分析項目については，クロロフィルaおよびCODは工

場排水試験法 JIS－K01022）に準じた。サンプルを濾紙

（Whatman，GF/C）により濾過し，濾液のCODを分析

して，全CODからこの値を差し引いた結果をP－CODと

した。植物プランクトンについて，光学顕微鏡

（OLYMPUS，BHS－2）およびプランクトン計数板（松

浪硝子工業，MPC－200）を用いて細胞数を計数した。

また写真撮影した細胞を円筒形（楕円柱），球体（楕円

体），立方体（直方体）の3タイプに当てはめ3），長軸，

短軸，高さ等をノギスで計測し，細胞容積の近似値を計

算して，Strathmannの換算式4）より細胞を構成する炭素

量を算出した。

3 結果および考察

3－1 クロロフィルaとP－COD

図2にクロロフィルaおよびP－CODを示す。平成11年

度に実施した月毎の調査から，年間を通して相生橋から

笹ヶ瀬新橋に流下するに伴い著しい内部生産が発生して

いることが明らかになった1）が，今回の調査の中では，

3月の結果が下流域の内部生産発生の典型的な状況を示

した。

クロロフィルaについては，3月には，流下に従って47

μg/L（地点①）から86μg/L（地点④）へと増加して
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1 はじめに

図1 採水地点
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図2 P－CODおよびクロロフィルaの推移

図3 植物プランクトン属毎の総細胞数の推移

図4 植物プランクトン属毎の総細胞炭素量の推移
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いた。湖内については地点⑤で127μg/L，地点⑥では

97μg/Lであった。今回新たに追加した地点③（浦安西）

は地点②の2.1倍であり，既に地点④と同レベルに達し

ていた。また11月には6.9μg/L（地点①）から20μg/L

（地点④）であり，値は低いが3月と同様に下流に向かう

につれて急激に増加していた。また3月同様，地点③は

地点④と同レベルであり，地点②と③の間は内部生産が

特に活発であることが分かった。5月については，下流

に向かってやや増加傾向にあったが，8月についてはほ

ぼ同レベルで推移していた。

P－CODは全ての月についてクロロフィルaと比例して

おり，よく似た変動で推移していた。

3－2 植物プランクトン

図3に植物プランクトン属毎の細胞数計数結果を示す。

児島湖および流入河川では珪藻が一年を通して優占して

いることは，過去の調査結果の中で指摘されている1）5）6）。

今回の調査でも，3月には湖心を含めて全ての地点で総

細胞数の8～9割がCyclotella 属であった。その細胞数は，

地点①と地点④の間で，6 ,800cel ls/mLから22 ,000

cells/mLへと急激に増加していた。地点③では地点②の

2.6倍で，地点④と同レベルに達していた。湖内では地

点⑤で34,000cells/mL，地点⑥で24,000cells/mLであっ

た。11月には珪藻Cyclotella属およびMelosira属の2種類

（属）が8～9割を占め，いずれの地点もほぼ同等の構成

比率で増殖していた。3月および11月は，流下に伴って

各々植物プランクトン種の構成比率にあまり変化はなか

った。

5月と8月は，流下に伴う増加が見られなかった。珪藻

以外に藍藻，褐色鞭毛藻に属する植物プランクトンが多

数存在し，全地点で5月にはCryptomonas 属（褐色鞭毛

藻）およびMerismopedia 属（藍藻）等が，8月には

Merismopedia 属が珪藻と混在するとともに，湖心で

Oscillatoria 属（藍藻）が単独で優占しており，地点毎

の植物プランクトンの構成比率が異なっていた。多種類

が混在した理由としては，5月は水位調整のための用水

路水門の開閉，8月は灌漑排水の影響が考えられる。

図2と図3を比較して明らかなように，3月および11月

の総細胞数は，クロロフィルaと比例関係にあるが，5月，

8月についてはそのような関係はなかった。理由として，

プランクトンの種類や生育状況の違いで大きさや形が異

なり，その場合に，細胞容積や細胞中のクロロフィルa

含有量に細胞間で差異があるためと考えられる。すなわ

ち，5月，8月は，地点毎に，種類や大きさの異なる珪藻，

藍藻，褐色鞭毛藻が，異なる構成比率で混在したため，

クロロフィルaと総細胞数の関連性が無かったと考えら

れる。

参考として，細胞容積を計算した後，Strathmannの換

算式を用いて細胞炭素量を試算した結果を図4に示す。

クロロフィルaと総細胞炭素量はよく似た変動を示した。

なおクロロフィルaと総細胞数との相関係数は0 .63

（n=24）であったが，総細胞炭素量との相関係数は0.97

に改善された。

4 まとめ

下流域での典型的な内部生産を示した3月および11月

には，珪藻が優占するとともに，流下に伴い同じ属の珪

藻がほぼ同じ構成比率で急増殖していた。珪藻以外に藍

藻，褐色鞭毛藻が優占した5月，8月は，流下に伴う植物

プランクトンの顕著な増加は認められなかった。笹ヶ瀬

橋と浦安西の間で内部生産が特に活発であることが明ら

かになった。
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